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県立大和高等学校 令和７年度 第２回 学校運営協議会議事録 
 

日時 令和７年 12月 12日（金） 15:50～16:55 

会場 本校会議室 

出席者 【委員】 

戸井田 洋（神奈川工科大学学生支援本部キャリア就職課公務員対策室） 

守田 貴（大和市教育委員会主任指導主事） 

山元 哲夫（つきみ野自治会長） 

尾﨑 憲介（本校現ＰＴＡ会長） 

佐藤 伸之（本校前ＰＴＡ会長） 

林 信宏（大和市立北大和小学校長） 

比留川 義弘(大和市立つきみ野中学校長) 

石井 富佐子（本校校長） 

【本校職員】 

神橋 尚子（本校副校長）、中山 拓憲（本校教頭）、上野 哲生（本校事務長） 

吉永 直裕、高橋 敦子、萩原 拓己、田部 慧、本郷 真由美 

 

１．本校現ＰＴＡ会長あいさつ 

   会長 挨拶 

 

２．校長あいさつ 

   校長 挨拶 

 

３．学校評価部会 

  学校目標中間報告 

①学事部 

  ・授業力向上の一環として公開研究授業を行った。全科目で指導主事を招聘し、研究協議や講評を

受けた。 

・生徒による授業評価を分析し授業力向上を図った。前期と後期を比較し約８割の項目で前期の結

果を上回った。 

・今後、生徒による授業評価の前期と後期を比較し、各教科で教科会などを実施する予定である。 

②生徒会部 

 ・体育祭ではまわりの人と協力している生徒が多いが、コミュニケーション不足からくるミスやト

ラブルがあった。生徒の状況を把握し、適切な支援をしていく。 

 ・今年度の文化祭の来場者は 6,000人を超え、近年増加傾向にある。来年度は体育館改修があるの

で活動が制限されることが考えられるため、近隣の学校との協力も視野に取り組んでいく。 

 ・３月の球技大会も県立スポーツセンターで実施予定である。 

 ・12月 15日（月）に２年生で「スポ GOMI和高カップ」を実施予定。つきみ野自治会に協力してい

ただいている。 
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  ③生活保健部 

    ・サポートドッグを実施し、その結果をもとにスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカ

ーと連携を取り、面談等の実施をした。 

    ・生活指導の案件が数件あったが、その多くは定期試験関係のものであった。去年は SNS関係のも

のが主であった。 

    ・SC、SSWをはじめとした相談に関して１年生では新規のものが見られ始めている。２，３年生は

固定化している傾向である。 

  ④進路部 

   ・生徒対象の進路講演会を、学習方法や進路選択についてデータをもとに実施した。 

   ・夏期講習や大学出張講義、３学年特別講座などを例年通り実施した。 

   ・３学年の面接や小論文指導を３学年や進路部だけでなく、学年や部署をまたいで組織全体として

実施することができた。 

・今年度から現役大学生による説明会「学生図鑑」を実施した。 

   ⑤総務部 

     ・７月に部活動体験会を実施し 120名ほどの中学生が参加した。 

     ・次年度は体育館が改修のため、校外施設での学校説明会も視野に入れている。 

     ・地域清掃を生徒主体で行うことができた。 

     ・自習室の机を 18台新調することができた。今後残りの机も新調していきたい。 

 

４．意見交換 

  (意見) 授業力向上に関して各教科における課題を教えていただきたい。 

(回答) いかに興味を引きつける授業を展開するかが課題である。 

(意見) 電子黒板や一人一台パソコンの活用は各教員によって異なるのか。 

(回答) 各教員によって異なる。 

(意見) 思考を言語化する手立ての例を教えていただきたい。 

(回答) 生徒同士のグループワークやペアワークなどが挙げられる。 

(意見) 「学生図鑑」の実施方法について、本校浪人生からの講話があってもよいと思う。 

(回答) 次年度は浪人生を含めた卒業生の協力も考えている。 

(意見) グラウンド改修による近隣小中学校との交流がお互いの生徒の学びや成長につながったと感

じる。今後も積極的に交流していきたい。 

   (意見) 多岐にわたる教員の活動を PTAにも共有していきたい。 

 

５．その他 

  副校長 第３回の学校運営協議会は卒業式の時期に実施予定である。 

 


